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平成26年度人文科学研究所総合研究旅行旅程（コルカタからバナラシへ） 
 
人文研総合研究旅行としては、今回が 5 度目のインド調査である。広い国家であるから 5 回
の訪問でインド亜大陸の全域を訪れたとは決して言えないが、「辺境地域」を除けばある程度イ
ンドはカバーしたと言えよう。少なくとも、デリー、ムンバイ（旧ボンベイ）、チェンナイ（旧
マドラス）、そして今回のコルカタ（旧カルカッタ）といったインド 4 大都市は訪れたことに
なる。今でこそコルカタは、政治、経済の両分野でデリーやムンバイの後塵を拝することとなっ
たが、イギリスの植民地時代にこの都市は、大英帝国による植民地支配の中心地としての地位
を誇っていた。 
12 月 24 日 9 時 30 分、成田空港発のエア・インディア 1307 便でデリーに出発。デリーでの
乗継便の出発が遅れ、コルカタ到着は深夜となる。コルカタの中心に位置しゴシックの大聖堂
を持つセント・ポール寺院にも近いヒンドスタン・ホテルを、コルカタ滞在 3 日間の宿泊ホテ
ルとする。コルカタでは、ハウラー駅のあるフーグリー河西岸を調査する機会はなく、河の東
側に位置するコルカタ中心部の主要地とフーグリー河上流のシャンデルナゴルを巡る 3 日間と
なった。 
到着翌日 25 日はクリスマスであったが、ヒンドゥー教徒の多いインドでも祝祭日となって
おり、博物館を始め多くの公共施設が 1 日中閉鎖されていた。そのため、この日は寺院等宗教
施設を中心に見学することとなった。まず午前中にマザー・テレサ施設（マザー・ハウス、神
の愛の宣教者会）を訪問し、マザー・テレサの墓や彼女の居住した部屋等を見て回った。クリ
スマスのミサやボランティア活動に出かけているのか、施設は一部の職員と国内外からの訪問
者がいるだけで、シスターやボランティアの姿は殆ど見られない。午後に入って、普段聖堂内
部は静まり返っていると言われるセント・ポール寺院を訪問する。この日はキリスト教徒のみ
ならず一般市民もこのキリスト教寺院に集まってきて聖堂入口の100メートル先から群衆と車
で大混雑となったため、聖堂内部を見学することは諦め、建物全体を外から見上げただけで引
き返すこととなった。そしてその直後に、象眼細工やモザイクで有名なジャイナ教寺院パレシュ
ナート寺院を訪れる。路地の奥まったところに建ち決して大きな寺院ではないが、この寺院は
宝石商が寄進したこともあって、カットグラスや鏡等も多く使われており宝石のような美しさ
である。 
次に、コルカタ最大のイスラム教モスクであるナコーダ・モスクに足を踏み入れる。礼拝の
合間であったためモスクは閑散としていたが、4 階に分かれて１万人が入ると言われる礼拝所
は、礼拝の合間ということもあり地元のイスラム教徒が寝転がったりして休憩所ともなってい
た。そのため、赤い外観と緑のドームを持つモスク内部は、周囲の街の雑踏と比べて実にのど
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かな雰囲気を醸し出していた。今回の旅行の一部の参加者と後日訪れたコルカタ市南部のカー
リー寺院内部で目撃した混沌さ、生贄として首をはねられた子ヤギのまわりに集まる信者の蒼
然たる様、寄進をしつこく求める「僧侶」の猥雑な姿と比べると、礼拝の合間のナコーダ・モ
スクは別世界であった。イスラム過激派のニュースで揺れるイスラム世界とは全く違った本来
のイスラム社会がここに存在する。モスク前の道から靴を脱いで入った入口の正面には、礼拝
前に信者が手足を洗うプールが 2 つあり小さな鯉も泳いでいる。この近辺はコルカタでも最も
古い地域であり、活気にあふれた昔ながらの商業地でもある。モスクの建物の外観は決して美
しいとは言えないが妙に地域に溶け込んでいる。続いてモスクからそれほど遠くないクマール
職人の工房が立ち並ぶ迷路のような細い通りを歩いた。竹、藁、粘土で作られた学問・芸術の
神サラサーティ像やドゥルガー神像等を見て回った。製作品が小道に張り出して展示され、そ
れらにぶつかるのを避けるように路地を散策する。観光客には全く興味がないのか、あるいは
既に地元での販売網が確立されているのか、観光客目当ての工作品の展示や押し売りも全くな
い。気取りもなく素朴ではあるが、この地域の「芸術家集団」の工房街なのかも知れない。 
26 日はヴィクトリア記念堂を調査する前に、フーグリー河に架かる第 2 ハウラー橋近くのプ
リンセプ・ガートを見学した。今はインド陸軍の駐屯地になっているが、かつては英国による
植民地支配の中心的要塞であったフォート・ウィリアムに隣接するプリンセプ・ガートは、公
園やフーグリー河沿いの散策路に屋台が出てコルカタ市民にとっての昔からのレクリェーショ
ン・スポットである。公園にはプリンセプ・メモリアルが建ち、見上げると第２ハウラー橋の
橋脚に圧倒される。昔はイギリス船からのコルカタへの乗降は、このプリンセプ・ガート辺り
で行われていたと聞く。プリンセプ・ガートは、イギリス人東洋学者でありアショーカ王碑文
の解読やインド風景画でも知られるジェームズ・プリンセプにちなんで名付けられた。ここか
ら 10 時に開館となる大理石造りのヴィクトリア記念堂に向かう。記念堂は、ヴィクトリア女
王の死後当時のインド総督ジョージ・カーゾン（George Curzon）の提案で建設が始まるが、
1906年の定礎から完成して一般公開される 1921年までの間に英領インドの首都はカルカッタ
からデリーに移されてしまった。そのため、本来ならば記念堂は英領インドの首都に建つはず
であったが、完成時には既にその意味はなくなってしまったことになる。しかし、建物を含め
敷地全体の威容を誇る様は、現在まで十分に残された状態にあり多くの観光客や地元民を楽し
ませている。正面入口から入り、記念堂の建物の正面に鎮座するヴィクトリア女王像や有名な
庭園、さらには建物裏にあるカーゾン像を見学したあと、記念堂内部のギャラリーに入りイン
ドの歴史をたどった地図、写真、絵画等を見る。その後専用バスに戻るが、記念堂の広大さも
あり見学には予想以上に時間を取られ、予定の出発時間をかなりオーバーして、この日の学術
交流先であるシャンデルナゴル研究所・博物館に向かうこととなった。 
― 3 ― 
シャンデルナゴルは、コルカタからフーグリー河を遡って 35 キロの地点にあり、1673 年以
降はフランスの植民地であった。10 年前に人文研総合研究旅行で南インドを調査したが、ちょ
うどスマトラ島沖地震で起きた津波によって調査地であったチェンナイや海岸寺院で有名なマ
ハーバリプラムでは大きな被害を受けた。結局マハーバリプラムは立ち入り禁止となり踏み入
ることはできなかったが、その直後に訪れたポンディシェリの町がかつてフランス植民地にお
ける政治の中心であった。それに対し当時のシャンデルナゴルには、フランス東インド会社の
商館も建ち、このフーグリー河上流の町は、フランス植民地経済の中心であったと言って過言
ではない。台頭しつつあったイギリス東インド会社の前に立ちはだかり、1742 年には仏領イン
ドの総督となったジョセフ・フランソワ・デュプレクス（Joseph François Dupleix）が、1730
年以降長官を務めたのもシャンデルナゴルである。我々一行の到着の遅れを心配したシャンデ
ルナゴル研究所長のリラ・ムカージ （ーRila Mukherjee）教授が運転手付きの車で第 2 ハウラー
橋を渡ったところまで迎えに来てくださった。おかげで研究所での昼食に間に合い、その後博
物館を案内してもらって、ムカージー先生の講演を聞く機会を得た。ムカージー先生には人文
研月報 5 月号「東部・北部インド特集号」（２）に論文執筆を依頼済みである。 
27 日は午前 10 時からインド博物館を訪れた。博物館では、ムカージー先生から紹介された
博物館の教育官であるサヤン・バタチャルヤ氏と学芸員のお世話になった。参加者はそれぞれ
の研究テーマに従って館内を見学したが、皆で最初に訪れた仏教遺跡関連の展示は実に素晴ら
しく、今年 3 月 17 日から 2 か月間東京国立博物館で開催の特別展「コルカタ・インド博物館
所蔵インドの仏 仏教美術の源流」において、その優品が我が国でも紹介されることとなった。
その後タゴール・ハウスに立ち寄り、同じくムカージー先生に紹介された同ハウスのキュレー
ターであるガングリー女史にお会いした。彼女の案内で、岡倉天心との親交等日本との関係も
深いタゴールの生涯や思想に関する展示を中心に館内を見て回った。 
遅い昼食を取った後、宿泊ホテルの近くにあるスバス・チャンドラ・ボースを記念して設立
されたネタージ・バワン（Netaji Bhawan, ネタージ記念館）を訪問した。写真を中心とした
展示物やチャンドラ・ボースが住んでいたころの書斎や寝室等を見学した後、記念館の館長ス
ガタ・ボース（Sugata Bose）教授との面談が実現し学術交流の時間を持った。ボース教授は
現在館長を務めながら、ハーバード大学教授として多くの著作をあらわし、最近の選挙ではコ
ルカタ市南部の選挙区から、全インド草の根会議派（All India Trinamool Congress）候補と
してインド国会議員に選出されている。チャンドラ・ボースに関しては、人文研月報 5 月号で
内藤雅雄参与と堀江洋文所員が論文執筆する予定であるので、詳細はそちらに譲る。この日の
旅程の最後として、コルカタではかなり高級なショッピング街であるパーク・ストリートにあ
るオックスフォード・ブックストアに立ち寄り、主に英語の書籍を見て回った。書籍の数は決
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して多いとは言えないが、喫茶スペースがあったり文具があったりと、地元民に人気の本屋さ
んである。ところで、コルカタの大気汚染は北京以上とも言われているが、工場からの排気ガ
スも多い北京と違い、コルカタの汚染の殆どは煙を容赦なくまき散らす旧式の車から出る排ガ
スが原因であった。ともかく参加者のマスクは 1 日で真っ黒になり、２重３重にマスクを重ね
て市内を巡る所員も現れた。 
28 日、２人の病人が出たため予定より 2 時間遅れて朝 8 時に、本隊とガイドのグプタさんを
乗せた専用バスはブッダガヤに向けて出発する。こうして、国道 2 号線の長時間のバス旅が始
まる。一方、病人 2 人と付き添い役の所員はコルカタに残ることとなった。これまでの総合研
究でも病人が出ることはあったが、それでも病人を帯同し、今回のように参加者を 2 グループ
に分けて調査活動を進めることは初めてであった。結局コルカタ残留組は、インド国鉄の特急
列車で本隊の後を追うこととしたが、インド北部の冬の名物である霧の影響でブッダガヤ経由
デリー行の列車に遅れが出たり運転中止となったりしたため、予定を変更してインド航空会社
の最大手であるジェット・エアウェイズの 30 日夕方発の便でパトナに飛ぶこととなった。そ
して、先にブッダガヤやラージギル等での仏教遺跡調査を済ませた本隊と、このガンジス河畔
の南に広がるビハール州の州都パトナで 30 日の夜に合流することとなった。 
ところで、コルカタに残った参加者は、病に倒れた所員の健康が徐々に回復するなかで、先
述のカーリー寺院、コルカタ大学、プレジデンシー・カレッジを訪問した。コルカタ大学前の
古本屋街（と言っても古本露店街）は、規模や訪れる客数においても圧巻であった。どの店に
も販売意欲の旺盛な店員がそろっており、興味のあるテーマを告げると、奥の本の山をひっく
り返して、こちらの言ったテーマとズバリではないがそれとなく関連する書籍を次から次へと
出してきて執拗にこちらに購入を促す。何度も要らないと言っても雑然と積みあげられた本の
下から関連書を新たに見つけて差し出すので、こちらもついに根負けして結局２～３冊購入す
る羽目となった。残留組がコルカタでもう１か所訪問したのが、市南部に位置する日本山妙法
寺コルカタ支部である。かつて上海で寒中勤行途中の日本山妙法寺僧侶が中国人に殺害され、
それを口実に日本が海軍陸戦隊を派遣した上海事件でも知られる団体である。この事件は日本
の謀略であるとの噂もあったが、日本山妙法寺は謀略説を否定している。日本山妙法寺をめぐっ
ては、団体が戦前唱えたアジア主義と戦後の非暴力平和主義との間に断絶があるとする断絶説
と両者には継続性があるとの連続説との間で一般の意見が分かれるが、両者の連続を強調する
日本山妙法寺は、戦後インドにおいても、創設者藤井日達とガンジーとの間の親しい関係に象
徴されるように、平和思想の伝達に熱心であった。そのような歴史とは関係なく、観光客も信
者も殆ど訪れないコルカタの日本山妙法寺での交流は、お茶をいただきながらの実にのどかな
一時であった。寺院では日蓮宗の僧侶で世界之調和協会理事長の伊藤顯允氏に、現代インド仏
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教事情、バングラデシュに点在する仏教遺跡について説明を受けた。 
さて、28 日コルカタからブッダガヤまでの約 500 キロの道のりを専用バスで 11 時間半かけ
て移動した本隊であったが、数回のトイレ休憩の他はどこにも止まらず、乾ききった広大で平
坦な大地の、決して平坦ではない舗装道路を、サスペンションの存在が感じられないバスでひ
たすら走行した 1 日だった。車内で頂いたインド風ボックスランチの昼食が唯一の楽しみだっ
たが、やはりレストランで頂くカレーの数々には到底及ばない。このお弁当の中で後になって
思い出せるのは牛乳粥だけ。淡白な味ながら、翌日の調査地のスジャータと牛乳粥の話に思い
を馳せながら、目的地到着をひたすら待った。ブッダガヤに着いた時は既に日はとっぷりと暮
れていた。スジャータ・ホテルという、翌日の訪問地にちなんだホテル名だったのだが、随分
冷え込んでおり、まるで山小屋に泊まっているかのような錯覚を覚えた。 
29 日、霧に包まれ寒々とした日だが、いよいよ仏教の聖地ブッダガヤ調査である。先ず最
も崇められている仏教遺跡である、大菩提寺へ。長い参道を抜けると、霧の中に薄っすらと石
造りの仏塔や建造物が見えてきた。黄色と橙色のマリーゴールドの色鮮やかな供え物とは対照
的に、大菩提寺の石造りは白黒の世界だった。シッダールタがその木の下で悟りを開いたとさ
れる菩提樹は、天に向かって大きく枝を広げ、その下には金剛座が配され、多くの供え物が捧
げられていた。世界中から仏教徒が訪れ、本殿の周りで祈りを捧げていた。圧倒的に多いのは
チベット人で、五体投地で一心に祈る。他にはカンボジア人、タイ人の団体が多かった。案内
人のグプタ氏によると、この菩提樹はブッダの菩提樹の子孫としては４代目だという。「木の寿
命はそんなに長いはずはない」と言うと、「一本の木が枯れてもその枝から接ぎ木をするなどし
て育った木は同じ木と見なす」ということである。本殿内部は予想以上に狭く、多くの参拝者
や観光客が寿司詰め状態で拝観したり祈ったりしていた。本式に祈りを捧げようと正座を試み
たが、人が多すぎて中々座れなかった。大菩提寺境内には、悟りを開いた後にブッダが 1 週間
ごとに瞑想の場所を変えた 7 か所が表示されている。例えばブッダが瞑想の 6 週目を過ごした
とされる湖（表示には「湖」とあったが実際は「池」程の大きさ）は、瞑想中のブッダを大嵐
が襲った時にこの池の蛇の王がブッダの頭上にのど元を広げて立ち、雨からブッダを守ったと
いう。霧にかすんでブッダと蛇の像が湖上に薄っすら見えた。日本に戻ってから大菩提寺が世
界遺産だということを知ったが、そんな名誉はどうでもよいと思える程、この地は真剣な祈り
と静寂に満ちていた。 
ブッダガヤには、世界の仏教国をそれぞれ代表する仏教寺院がある。一行は日本の寺院であ
る印度山日本寺を訪問した。外見は白壁に木の柱という日本らしい落ち着いた寺院建築で、イ
ンドにいることをしばし忘れた。本堂内に入ると、内陣の壁にヒマラヤ山脈の麓まで埋め尽く
す人々が本尊に向かって祈る様子を描いた大きな壁画がある。4 方の壁にはブッダの一生が分
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かり易く描かれており、見上げると格天井に日本風の繊細な花や飛翔する鶴の天井絵があった。
本堂内の掲示によると、初代首相ネルーの提唱を受けて「聖地ブッダガヤに国際仏教社会を建
設し、数次の世界戦争を経験してきた人類の末永い国際融和と平和の拠点に」というインド政
府の呼びかけに応え、日本仏教諸宗派と総大本山が超宗派で結成した公益財団法人「国際仏教
財団法人」が、1973 年にこの日本寺を建立したという。日本寺の近辺にも、インド政府の呼び
かけに応えて建立された各国の寺院が車窓から次々と見えた。チベット寺院はチベットの寺そ
のもの、タイ寺院はタイの寺そのもので、仏教の中心地は国際色も豊かだった。 
次の調査地はスジャータ村である。苦行を積んでも悟りに至れなかったシッダールタは修行
していた前正覚山から下り、現在はニランジャナ川と呼ばれる川で沐浴をする。断食の末痩せ
衰えたシッダールタに、この村に住む娘スジャータが牛乳粥を捧げた。そのお蔭で回復したシッ
ダールタは、ブッダガヤの菩提樹に到達し悟りを開いたとされる。苦行を止めたこと、そして
当時は神聖な世界から排除されていた女性から食べ物を受け付けたことに対する他の修行者か
らの批判は大きかった、と案内人グプタ氏は語ってくれた。しかし、既にシッダールタは極端
な苦行ではなく、中道を行くことを選んでいた。今日の熱心な仏教国では、寺院に食事を運ん
だり、托鉢僧に供え物を捧げるのは殆どが女性であることを考えると、この時シッダールタが
女性の供養を受け入れたことは、その後仏教が拡がることにつながったと言えるかもしれない。 
スジャータ村ではスジャータが住んでいたとされる場所に建てられた仏塔跡を訪問した。基
底の部分だけだが、相当大きな仏塔だったことが想像できる。インドではお馴染みの煉瓦造り
で、巨大で頑強そうな円形の基礎である。敷地内にある説明碑によると、1973-74 年及び
2001-06 年の考古学調査で 8・９世紀の碑文が見つかっており、円形二重塔であったことが分
かっている。スジャータ村は人影もまばらでのどかな農村だ。遺跡の周辺には美しく（それも
仏塔同様円形に）積み上げられた藁塚が並んでいる。この仏塔跡はその歴史的価値とは対照的
に、小さく静かな村で眠り続けているように見える。 
充実したブッダガヤ訪問を終え、途中昼食にビハール州特有の小麦と豆でできたロールパン、
リッキーチョティなるものを味わった後、一行はラージギルへ移動した。ラージギルではラト
ナギリ（多宝山）を訪問する。これは聖なる五山の中で唯一の仏教寺院であり、他は全てジャ
イナ教の聖山だという。ロープウエイに乗るために長い列に並び待ち、1 時間は待っただろう
か。しかしインドや近隣諸国からの観光客たちは皆待つことも苦ではない様子で楽しそうだっ
た。順番が来ると一人一人大騒ぎをしてスキー場のリフトのようなロープウエイに乗る。晴れ
て到達した頂上は意外に広く、大きな広場のようで、大空を背景に白い仏塔がまぶしく輝いて
いた。更に広場の一角には、「昭和 44 年」付で「南無妙法蓮華経」を刻んだ碑がある。この山
の仏塔は日本山妙法寺が 1969 年に建てたものであるからだ。同じ仏教の名所でも、ここは山
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頂で開放的な眺めを楽しむ人々が行楽も兼ねて訪れる楽しそうな場所だった。 
太陽が西に沈みかける頃、ナーランダ大学の遺跡を訪問した。ナーランダ大学はアジア最古
の大学であるとの謙虚な説明を聞いたが、5 世紀に創立されたというからアジア最古どころか
世界最古の大学である。遺跡の説明碑には、グプタ王朝時代の王の庇護の下に 5 世紀に設立さ
れ、1200 年頃バクティヤール・ハルジーにより破壊されたと刻まれている。仏教が栄えた王朝
下に始まり、西方から攻めてきたイスラム軍団の手で 800 年近く続いた学府は消滅した。この
大学が破壊された後に漸く西洋に大学が設立されるようになったのだから、大学の起源は西洋
にあると思い込んでいる私たちの歴史観は変えなければならない。この遺跡もインドならでは
の煉瓦造りだが、その規模たるや、見渡した限りでは現代の（少なくとも日本の）殆どの大学
のキャンパスよりも大きいだろう。1915-37 年及び 1974-82 年の発掘調査によると、6 寺院と
11 の僧院が１キロ四方以上に渡って秩序だって配置され、その間を 30 メートル幅の通路が南
北に通っていた、と説明碑にある。ナーランダ大学には 2000 人の教員と 1 万人の学生がいた
というから、当時国際的にも最も大きな仏教の教育機関であった。 
暮れゆく遺跡を後に、次は最近始まった新ナーランダ大学設立事業の調査を行った。遺跡か
ら 12 キロ離れた所に新キャンパスの一部が既に開校している。2009 年東アジアサミット参加
国の間で国際大学構想が生まれ、インド政府が古きナーランダ大学の名を冠してこの国際大学
を誘致することとなった。アジア各国が参加支援しており、先進国だけでなく後発開発途上国
も新ナーランダ大学設立に拠出金を出している。夕方 5 時過ぎになってしまったが、副総長
（Vice Chancellor）であるサーバルワール（Gopa Sabharwal）先生より同大学の構想につい
てご講義を賜った。新ナーランダ大学は大学院大学で、アマルティア・センや先述のスガタ・
ボースをはじめ世界の著名な学者を理事として迎え、教授陣も学生も広く世界中から受け入れ
ている。センは新ナーランダ大学初代総長であったが、モディ政権がセンの総長継続に批判的
であるとして、彼は 2015 年 2 月に 2 期目の総長職就任を辞退している。現在、歴史学修士課
程と生態学・環境修士課程の 2 コースのみが開設されているが、今後は、言語文学、仏教学・
哲学・比較宗教、経済経営、国際関係・平和研究、情報科学技術、公衆衛生のコースを開設す
る予定とのことである。古きナーランダ大学の遺跡を見学した後、希望に溢れる新ナーランダ
大学設立事業に触れ、大学人としてもこの壮大な構想に期待を寄せずにはいられない。その晩
はラージギルのインド法華ホテルに宿泊した。夜間はとても冷え込んで霧深く、昼間の太陽が
うそのようだった。 
30 日、朝ラージギルを発ち、4 時間程かけてバイシャリに到着した。仏典結集が行われたこ
の地には、アショーカ王の石柱がそびえる遺跡がある。石柱の上には一頭の獅子像が乗ってお
り、主仏塔を見守っている。主仏塔の丸みと真っ直ぐに空高く伸びた石柱の組み合わせの美し
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さには息をのむ。紀元前 3 世紀頃に造られて以来、見る人々を魅了してきたに違いない。敷地
内には、僧院跡・貯水池の他、数えきれない程の奉納塔跡や小神殿跡がある。夕方パトナに到
着し夕食の食堂で、ちょうどコルカタから空路到着した病人組を拍手で迎えた。 
31 日、バナラシに向かう前に、ビハール州の博物館であるパトナ博物館を見学。正門を入る
とかつてのインド総督チャールズ・ハーディング（Charles Hardinge）の銅像が迎えてくれる。
チャンドラ・ボースとともにインド独立運動指導者で日本とも関係の深いラース・ビハーリー・
ボースは、このインド総督の暗殺未遂でイギリス植民地政府に追われ日本に亡命したことでも
知られる。博物館では、仏陀の聖灰が入ったストゥーパの形をした小さな棺が聖遺物として大
切に保存されていることにまず度肝を抜かれたが、グプタ朝やマウリヤ朝期の石像の質は確か
に高く、特に有名なディダルガンジ・ヤクシ（Didarganj Yakshi）と称される女像はマウリヤ
朝を代表する石像である。博物館の端には研究所があり、ちょうどチベット文書のデジタル化
を進めていた職員たちとしばらく歓談することができた。博物館を出てからは、一路バナラシ
を目指してバスを走らせたが、聞きしに勝るビハール州及びウッタル・プラデーシュ州の悪路
と渋滞に捕まり、夜遅くなってのバナラシ到着であった。渋滞はパトナを抜けてガンジス川の
支流ソン川を渡るまでと、国道 2 号線の両州の州境で起き、ウッタル・プラデーシュ州に入る
トラックが州に税金を支払う必要があるため国道の 1 車線を完全にふさぐ形で並んで駐車する
ため、残った１車線に他の車が殺到しての渋滞である。強すぎる地方州政府の繁文縟礼の典型
かと思われるが、構造改革を迫るモディ政権の前途多難な様子を垣間見た気がした。結局これ
までの旅行でもしばしばあったが、反対車線を逆走して遅れを少し取り戻しバナラシに到着し
た。人文研としては第 1 回インド総合研究旅行に続いて 2 度目のバナラシ訪問である。 
1 月 1 日、仏教遺跡で有名なサールナートを調査。ここも第 1 回総合研究旅行に続いて 2 度
目の訪問である。先ずマウリヤ朝・クシャーナ朝・グプタ朝の遺産を擁する考古学博物館を訪
問した。アショーカ王の四獅子の柱があるということで楽しみに足を踏み入れたが、扉一枚だ
けの入り口を入るといきなり目と鼻の先にこの柱が展示されており、博物館奥の特別な部屋に
展示されているものと思っていたので、意外であった。人々は、この博物館の見どころはア
ショーカ王の四獅子の柱だということで来館するのだから、入り口を入ってすぐに見ることが
できるというのも極めて合理的である。インド訪問中に、単刀直入に自分の言いたいことを言
うインド人の率直さに度々驚かされたが、博物館入口の柱もすぐ本題に入りたいインドの人々
の合理性を表しているのかもしれない。 
ブッダガヤで悟りを開いた後、ブッダはサールナートへ移動し最初の説法（初転法輪）を行っ
た。この誉れ高きアショーカ王石柱の立派な四獅子の足元にも法輪が刻まれている。本博物館
では初転法輪の象徴を表す仏教遺産に圧倒されるが、実はヒンドゥー教遺産も数多く展示され
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ており、中にはブッダをビシュヌ神の化身の一人として見るヒンドゥー思想を描いた彫刻もあ
る。そこではブッダの姿は小さく隅の方に刻まれている。ちなみにブッダの次に現れることに
なっているビシュヌ神最後の化身はこの世にまだ到来していないとされ、その部分は空欄だ（何
も彫られていない）。こうして神々の多様性に思いを巡らせた後、重要な仏教遺跡ダメーク・ス
トゥーパを歴史公園の背後から仰ぎ見て、元旦を締めくくった。 
2 日、バナーラス・ヒンドゥー大学（Banaras Hindu University）キャンパスを訪問。第 1
回総合研究旅行で学術交流を持ったデリーのジャワハルラル・ネルー大学程の広さ、閑散とし
た様ではないが、学部校舎や建造物がぽつぽつと建つ広いキャンパスである。キャンパスに隣
接するシヴァ信仰の中心ヴィシュワナート寺院に立ち寄る。靴を脱いで境内に入るとバナーラ
ス・ヒンドゥー大学創立者で、インド国民会議派議長を何度か務めたマダン・モーハン・マー
ラヴィーヤの立像に迎えられる。続いて大きなインドの立体地図が堂内にあることでも知られ
るバーラト・マーター寺院を訪れる。ヒンドゥー寺院には見えないが、れっきとした寺院であ
る。午後はガンジスに小舟を出しガートを水上から見学する。死者の荼毘の煙が水面に垂れる。
夕方になるとバナラシ空港に向かい、午後 5 時のエア・インディア便に乗ろうとするが、霧の
ため飛行機の到着が遅れ、デリーでの成田行き乗換便に間に合うかハラハラさせられた。何と
かデリー空港発の帰国便に搭乗、翌 3 日朝成田空港に帰着した。 
 
（コルカタ、パトナ、バナラシの記述は堀江洋文所員が、ブッダガヤ、ラージギル、バイシャ
リ、サールナートは飯沼健子所員が担当した。） 
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シャンデルナゴル研究所で人文研所員を前に講義する所長のムカージー先生 
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ネタージ・バワンで所長のスガタ・ボース教授の話を聞く 
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パトナ博物館のチベット文書デジタル化作業 
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新ナーランダ大学について熱く語るサーバルワール副総長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マダン・モーハン・マーラヴィーヤの立像とヴィシュワナート寺院 
